
きらっとヒカル北秋田の企業／市長ダイアリー 秋の叙勲・褒章等受章者
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　太古の藻の化石(ケイソウ土)を、加工し日本全

国に販売しています。

　北秋田市では浦田地区と綴子地区にケイソウ土

の鉱脈が見つかっており、両地区に工場を持ち運

営しています。

中央シリカ株式会社

【会社概要】
◆所 在 地　北秋田市浦田字
　　　　　　寄延沢家の下44
◆主な事業　ケイソウ土の製造
　　　　　　販売
◆従業員数　53名
◆電話番号　0186‐72‐3281

何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

きらっとヒカル

北秋田の企業

きらっとヒカル

北秋田の企業 Vol.32

　古くは七輪作りを行っていましたが、現在は主

に、ビール・醤油・プールなどのろ過助剤や、身

近なものでは、ケイソウ土バスマットの原料とし

て使われています。

珪藻土

本社事務所

　男性が多く、初めは緊張

しましたが、みんな優しく

接してくれます。

　仕事は、検査をしていま

すが、中学校の理科の実験

みたいで楽しいです。
佐藤 美穂さん(28才)

み　ほ

ケイソウ

若手社員
の声

若手社員
の声

◇
10
月
16
日
〜
11
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

17
日（
木
）▽
栄
財
産
区
管
理
委
員
選
任
書
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
治
山
・
林
道
事
業
研

修
会
・情
報
交
換
会（
あ
ゆ
っ
こ
）

18
日（
金
）▽
第
２
回
地
域
医
療
の
将
来
像
に
関
す
る
懇
談
会（
北
秋
田
地
域
振
興
局
）

19
日（
土
）▽
第
13
回
北
秋
田
市
産
業
祭（
鷹
巣
体
育
館
）

20
日（
日
）▽
全
市
一
斉
秋
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

21
日（
月
）▽
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会　
研
修
会（
北
欧
の
杜
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）▽

宮
城
県
丸
森
町
に
お
け
る
緊
急
消
防
援
助
隊
活
動
報
告（
本
庁
舎
）

23
日（
水
）▽
県
道
矢
坂
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会　
総
会（
コ
ム
コ
ム
）

24
日（
木
）▽
第
９
回
平
和
首
長
会
議
国
内
加
盟
都
市
会
議

26
日（
土
）▽
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
並
び
に
奨
励
賞
授
与
式（
文
化
会
館
）

28
日（
月
）▽
百
歳
を
迎
え
る
松
橋
ス
ヱ
さ
ん
へ
の
祝
状
等
贈
呈（
米
内
沢（
自
宅
））▽

秋
田
県
文
化
功
労
者・地
方
自
治
功
労
者
表
彰
式（
県
庁
正
庁
）

29
日（
火
）▽
安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大
会
、要
望
活
動（
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
ほ
か
）

30
日（
水
）▽
第
37
回
北
秋
田
地
区
少
年
防
犯
弁
論
大
会（
鷹
巣
中
学
校
）

31
日（
木
）▽
秋
田
県
北
部
市
議
会
連
絡
協
議
会　
意
見
交
換
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

１
日（
金
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
綴
子
地
区
自
治
会
長
連
絡
協
議
会　
行
政

懇
談
会（
綴
子
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

３
日（
日
）▽
第
33
回
森
吉
会
総
会（
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
）

５
日（
火
）▽
亀
谷
健
樹
氏
秋
田
県
文
化
功
労
者
表
彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
秋
田
県

市
長
会
表
彰
盾
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
講
座（
コ
ム
コ
ム
）

６
日（
水
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル（
株
）第
１
０
２
回
取
締
役
会（
同
社
）

▽
北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式（
コ
ム
コ
ム
）▽
農
政
意
見
交
換

会（
本
庁
舎
）

７
日（
木
）▽
秋
田
県
内
市
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会　
委
員
研
修
会（
コ
ム
コ
ム
）

８
日（
金
）▽
林
野
公
共
事
業
予
算
確
保
に
係
る
要
請
活
動（
林
野
庁
ほ
か
）

10
日（
日
）▽
鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会　
第
40
回
記
念
婦
人
芸
能
祭（
文
化
会
館
）

11
日（
月
）▽
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お
け
る
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

12
日（
火
）▽
地
域
高
規
格
道
路
大
曲・鷹
巣
道
路
整
備
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム（
コ
ム
コ
ム
）

13
日（
水
）▽
し
ら
か
み
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ 

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

14
日（
木
）▽
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
沿
線
市
町
村
建
設
促
進
大
会
、要
望
活
動

〜
15（
金
）ま
で（
ル
ポ
ー
ル
麹
町
、国
土
交
通
省
ほ
か
）

15
日（
金
）▽
北
秋
田
市
日
沿
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
ほ
か
秋
田
県
北
部
各
期
成
同

盟
会
秋
期
合
同
要
望
活
動（
国
土
交
通
省
、財
務
省
ほ
か
）▽
秋
田
県
山
村

過
疎
地
域
振
興
協
議
会　
過
疎
懇
談
会（
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
）

叙勲・褒章叙勲・褒章
令和元年11月に発令された、令和元年度叙勲・褒章の市内受章者を紹介します。

※年齢は発令時点

令和元年

～長年の功績をたたえて～長年の功績をたたえて

（胡桃館・77歳）
－更生保護功績－

（坊沢・72歳）
－消防功労－

藍綬褒章
秋の褒章

瑞宝単光章
秋の叙勲

佐藤　進一さん
さとう しんいち

津谷 靜正さん
つや せいしょう

（前山・61歳）
－防衛功労－

瑞宝単光章
危険業務従事者叙勲

第33回

戸沢　清美さん
とざわ きよみ

　
昭
和
46
年
８
月
か
ら
鷹
巣
町
消
防
団
に

入
団
し
、
平
成
７
年
４
月
に
は
班
長
に
昇

任
。
各
種
訓
練
大
会
、
研
修
会
に
参
加
す

る
と
と
も
に
、
火
災
予
防
巡
回
に
昼
夜
を

い
と
わ
ず
努
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
11
年

４
月
に
は
副
分
団
長
に
就
任
、
平
成
14
年

12
月
に
は
分
団
長
に
就
任
し
て
地
域
の
防

災
責
任
者
と
し
て
防
災
意
識
の
高
揚
を
呼

び
か
け
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
づ
く

り
を
実
践
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
消

防
力
強
化
を
訴
え
、
消
防
設
備
の
整
備
拡

充
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
水
害
や
火
災
の
現
場
で
は
、
現

場
に
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、
人
命
救
助
を

優
先
し
、
人
的
被
害
を
防
止
し
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
な
ど
の
活
動
が
消

防
団
員
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民
に
も
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
52
年
４
月
に
自
衛
隊
第
38
普
通
科

連
隊
（
八
戸
）
に
教
育
入
隊
し
、
昭
和
57

年
８
月
に
は
第
４
２
７
会
計
隊
（
弘
前
）

で
３
曹
と
し
て
出
納
事
務
に
精
励
し
、
昭

和
63
年
に
は
中
央
輸
送
業
務
隊
（
横
浜
）

で
２
曹
と
し
て
契
約
事
務
を
、
平
成
７
年

３
月
に
は
第
３
８
３
会
計
隊
（
秋
田
）
で

１
曹
・
会
計
係
長
と
し
て
会
計
事
務
を
円

滑
に
行
う
な
ど
し
、
平
成
12
年
３
月
に
は

第
４
２
７
会
計
隊
曹
長
・
給
与
班
長
と
し

て
隊
の
給
与
事
務
を
的
確
に
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
18
年
３
月
に
は
第
３
８
３

会
計
隊
の
准
尉
・
会
計
班
長
に
昇
任
す
る

な
ど
、
長
き
に
わ
た
り
、
陸
上
自
衛
隊
の

物
品
購
入
や
契
約
、
給
与
支
払
い
な
ど
の

会
計
事
務
に
つ
い
て
誠
実
か
つ
責
任
を

も
っ
て
、
国
家
防
衛
の
た
め
、
部
隊
を
支

え
る
重
要
な
業
務
に
従
事
し
そ
の
功
績
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
７
月
に
保
護
司
に
任
命
、
平

成
25
年
か
ら
は
北
秋
田
地
区
保
護
司
会
長

に
就
任
し
、
県
保
護
司
会
連
合
会
副
会
長

も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
保
護
司
と
し
て
、
一
人
一
人
の
悩
み
や

課
題
に
つ
い
て
、
担
当
す
る
人
の
心
に
寄

り
添
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
更
生
保

護
の
任
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
職
務
に
あ
た
っ
て
は
、
相
談
者
に
対
し
、

に
こ
や
か
に
、
優
し
い
言
葉
で
担
当
者
に

接
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
担
当
し
た
多
く

の
方
の
自
立
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
特
に
、
地
区
会
長
と
し
て
、
保
護
司
の

活
動
拠
点
と
な
る
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
開
所
に
も
力
を
発
揮
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
の
更
生
保
護
の
拠
点
確
立
や
保
護
司

の
安
定
確
保
に
ご
尽
力
さ
れ
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。


